
室根まちづくり協議会ニュース 
室根まちづくり協議会スローガン 

～集い語らい「力を合わせてみんなで創ろう」豊かな室根！～ 

平成3１年 3月 11日 発行 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第 6 号 

室
根
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、

２
月
９
日
（
土
）
に
曲
ろ
く
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
に
て
『
第
２
回
室
根
地

域
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会
』
を
開
催

し
ま
し
た
。
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
や
地
域
住
民
の
主
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
活
動
に
つ
い
て
、
そ
の
成
果

や
課
題
を
共
有
し
、
あ
る
べ
き
方
向

性
を
確
認
す
る
機
会
と
し
て
昨
年

よ
り
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
５
年
以

上
地
域
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た
功

労
者
・
団
体
を
、
各
自
治
会
や
地
域

団
体
が
推
薦
し
、
『
室
根
地
域
ま
ち

づ
く
り
功
労
者
』
と
し
て
表
彰
。
ま

た
、
平
成

30

年
度
に
生
ま
れ
た
お

子
さ
ん
・
ご
結
婚
さ
れ
た
方
々
（
岩

手
日
日
新
聞
掲
載
者
）
へ
の
記
念
樹

の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。
さ
わ
や
か

福
祉
財
団
の
鶴
山
芳
子
さ
ん
に
は

『
み
ん
な
で
助
け
合
う
地
域
を
広

げ
よ
う
』
と
い
う
演
題
で
、
取
り
組

み
が
成
功
し
て
い
る
地
域
の
事
例

な
ど
、
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
た
わ
か
り

や
す
い
内
容
で
ご
講
演
い
た
だ
き
、

来
場
し
た
方
々
は
熱
心
に
聴
講
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
室
根

市
民
セ
ン
タ
ー
の
文
芸
表
彰
式
や
、

室
根
創
作
太
鼓
の
会
『
鼓
』
の
圧
巻

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
会
場
を
楽

ま
せ
て
い
ま
し
た
。 

●
小
山
勝
三
さ
ん
（
第
３
区
自
治
会
推
薦
） 

永
年
第
３
区
自
治
会
に
て
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域

づ
く
り
等
に
取
り
組
ま
れ
、
現
在
も
役
員
の
指
導
や
助

言
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
代
表

者
と
し
て
地
域
の
防
災
力
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。 

●
熊
谷
悦
男
さ
ん
（
大
里
自
治
会
推
薦
） 

永
年
自
治
会
の
役
員
と
し
て
率
先
し
て
先
頭
に
立

ち
、
自
治
会
の
基
盤
を
築
き
ま
し
た
。
任
期
を
終
え
て

か
ら
も
相
談
役
と
し
て
様
々
な
面
で
自
治
会
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

《
ご
結
婚
》
９
組
：
豊
後
梅
・
甲
州
小
梅
各
１
本
贈
呈 

《
出 

生
》

１８

組
：
お
多
福
南
天
贈
呈 

※
平
成

３０

年
岩
手
日
日
新
聞
に
結
婚
・
出
生
で 

掲
載
さ
れ
た
方
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。 

室根地域活動まちづくり功労者 

表彰者紹介 

 

●
上
折
壁
子
供
打
ち
囃
子
保
存
会
（
第

１２

区
自
治
会
推
薦
） 

集
落
に
伝
わ
る
打
ち
囃
子
の
伝
承
活
動
を
す
る
団
体
と
し
て

取
り
組
み
始
め
、
現
在
は
地
区
の
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
に

よ
り
保
存
会
と
し
て
地
域
の
行
事
に
多
数
参
加
し
て
い
ま
す
。 

●
三
浦
俊
夫
さ
ん
（
竹
野
下
自
治
会
推
薦
） 

永
年
竹
野
下
自
治
会
に
て
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
づ
く
り

等
に
取
り
組
ま
れ
、
自
主
防
災
会
組
織
の
際
は
総
務
部
長
と
し

て
規
約
の
制
定
や
防
災
計
画
等
の
策
定
に
努
め
て
い
ま
す
。 

●
菅
原
梅
之
助
さ
ん
（
第

２０

区
自
治
会
推
薦
） 

10

年
間
に
わ
た
り

２０

区
の
自
治
会
長
・
行
政
区
長
を
兼
任

し
、
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。 

 

記念樹贈呈 
 

み
ん
な
で
創
る
室
根
町 

ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会
開
催 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1551408081/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy53YW5wdWcuY29tL2lsbHVzdDI0OS5odG1s/RS=%5EADBtcVzNM2vELPML1sc.WVzk40xvqM-;_ylt=A2RCL55RSndcH1YAbTWU3uV7


（まち協ニュース） 

 

室根の特産品開発プロジェクトの募集チラシを配

布してから初めての部会を開催。今後も周知活動を

積極的に行い、ぜひ実現したいと考えています。地

域の皆さまの参加をよろしくお願いします。 

一緒に楽しくやっぺし！！ 

 

    

 

 

 

  

  

  

  

 

 

 

 

   

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集/発行：室根まちづくり協議会 
〒029-1201 
岩手県一関市室根町折壁字大里 201-1  
TEL．0191-64-2347   
FAX．0191-64-3044 
Ｅ-mail：mmachikyo-kt@tiara.ocn.ne.jp 

のまちづくり協議会 

 １月２５日（金）に開催された『金曜夜のミニシアター（冬まつりシアター）』

の反省と、視察移動研修について最終確認を行いました。 

 シアターの反省としては、開催時期の検討が必要という意見や、アンケート

に載っていた上映作品リクエストにどうやって応えていくか等検討しました。 

 移動研修については、行程の最終確認と変更事項について内容を共有しまし

たよ！（研修については下に載せています♪） 

 

 

今年度の文化交流部会事業を振り返り、来年度事業の予算要求内

容を決定しました。今年度は室根神社大祭関連事業に力を入れて取

り組んできましたが、来年度は『若い世代の人が参画・参加できるま

ちづくり』のために、事業を行っていきたいと思います！  

今回話し合い決定した予算要求内容を今後理事会にて協議いただ

き、配当予算で来年度の事業を行って参りたいと思います！ 

 

今年度の生活福祉部会の事業活動を振り返り、来年度の事業活動計画と予算

を決定しました。今年度は地域における高齢者等の生活支援に係る情報交換会

に参加し、情報共有に努めました。また、住民の皆様から新室根小学校開校に

向けてのアンケートを実施し、その結果を一関市室根地域小学校統合整備推進

委員会へ提出して、基本構想の参考にしてもらいました。来年度も「安全で安

心な暮らしができるまち」を目指し、高齢者及び健康に関することの活動につ

いて重点的に事業を行って参りたいと思います。 

築 12 年で廃校となった小学校をレンタル

オフィスとして活用。改築費と管理費がかな

りかかっているという事でしたが、事務所を

構えるにあたって移住してきた人もいます。 

 

★視察移動研修へ行ってきました♪（室愉会）★ 【日時】2月 16～17日（土・日） 【場所】秋田県南秋田郡五城目町 

500年以上続

く伝統的な朝市

に若者の参画を

プラス。ハンド

メイド作品やお

菓子等も出店さ

れ、様々な世代

の人で賑わって

いました。 

クラウドファンディングを利用

して地域のボランティアと一緒に

空き家を子ども達の無料の集い場

所へ改築。子ども達が大人を気にせ

ず、自由な発想で自由に遊びを広げ

ていける場所でした！ 

★室愉会視察先について興味を持った方、「秋田県五城目町」ぜひ検索してみてください★ 

 

③ ハバタク(株)『ただの遊び場』 

②廃校活用 

『五城目町地域活性化支援センター』 

①『ごじょうめ朝市 plus＋』 


